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1 3点 A，B，Cを頂点とする三角形の頂点上を，点 Xが次の規則で移動する。
Xが置かれている頂点から，他の 2つの頂点のどちらかへ，それぞれ確率 1

2
で移る。

はじめ Xは頂点 Aにあるものとし，この移動を n回行ったあとに Xが頂点 Aにある確率を pn とする。ただし
p0 = 1とする。次の問いに答えよ。
(1) p1，p2，p3 を求めよ。
(2) pn+1 を pn を用いて表せ。
(3) pn を nを用いて表せ。
(4) Xがはじめて頂点 Aにもどるのが n回目である確率を fn とする。fn を nを用いて表せ。また， ∞∑

n=2

n fn

を求めよ。

（配点 25%）
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3 四面体 OABCにおいて −→
OA = ~a，−→

OB = ~b，−→
OC = ~cとおく。0 < p 5 1，0 < q 5 1，0 < r 5 1をみたす実数

p，q，r に対し，辺 OA，OB，OC上にそれぞれ点 P，Q，Rを
−→
OP = p~a,

−→
OQ = q~b,

−→
OR = r~c

で定める。四面体 OABC，OPQRの体積をそれぞれ V，W とする。次の問いに答えよ。
(1) W

V
= pqr が成り立つことを示せ。

(2) p+ q + r =
3

2
のとき，W

V
の最大値と，そのときの p，q，r を求めよ。

(3) 4ABCの重心 Gが平面 PQR上にあるための必要十分条件は 1

p
+

1

q
+

1

r
= 3であることを示せ。

(4) (3)の条件がみたされるのは p = q = r = 1のときに限ることを示せ。

（配点 25%）
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2 t = 0とし，
g(t) =

∫ t+1

t

∣
∣
∣x

2 − 1
∣
∣
∣ dx

とおく。次の問いに答えよ。
(1) F (x) =

∫ x

0

∣
∣
∣u

2 − 1
∣
∣
∣ du (x = 0)を，0 5 x 5 1の場合と x = 1の場合に分けて求めよ。

(2) 0 5 t 5 1のとき，g(t)を tの式で表せ。
(3) 0 5 t 5 1のとき g′(t)を求めよ。また，t = 1のとき g′(t)を求めよ。
(4) t = 0における g(t)の最小値と，そのときの tの値を求めよ。

（配点 25%）
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合格答案をつくるシリーズ 静大理系数学前期日程 2027

第 3回 解答・解説

問 1── (1 + i)n が描く直角二等辺三角形の連なり

1 + iを掛けることは，複素数平面上で原点のまわりに π

4
回転し，原点からの距離を √

2倍することにほかな
らない。実際

1 + i =
√
2
(

cos
π

4
+ i sin

π

4

)

である。Pn+1 は Pn をこの操作で移した点である。

実軸

虚軸

P0

P1

P2P3

P4

P5

O

4OPnPn+1 は Pn を直角の頂点とする直角二等辺三角形になる

(1) 順に計算する。
(1 + i)2 = 1 + 2i+ i2 = 2i, (1 + i)3 = (1 + i) · 2i = 2i+ 2i2 = −2 + 2i

であるから

答 : P1 : 1 + i, P2 : 2i, P3 : −2 + 2i

である。
(1 + i)2 = 2iは以後くり返し使うので，ここで押さえておく。
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